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読む気が起こらないのはなぜ?

　せっかく作成した書類なのに、なんだか読む気がしない。それ以前に、手にとってもらえそうもない。どうしてだろう…。
　そんな心当たりがある方も多いのではないでしょうか。ほとんどの場合、その原因は、詰め込みすぎ。あれも言いたい、これも載せたいとがんばりすぎた結果、読みづらい、あるいは、読みづらそうという印象を与えてしまうからなのです。
　試しに、第三者の目で冷静に自分が作った文章をながめてみましょう。メリハリがなく一本調子の「語りの態勢」なっていませんか? あるいは、いちばん伝えたいことがぼやけていないでしょうか? 

 しかし、心配にはおよびません。ほとんどの場合、簡単な治療でぐんと読みやすくなります。この章ではまず、誰にも心当たりのありそうなNG事例をいくつか挙げながら、読む気を起こらなくしている正体を解き明かしてみましょう。
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